
施策開始

施策開始以後

＋29ポイント増加

2022年10月‐

2023年9月

2023年10-12月 2024年1-3月 2024年4-5月

施策開始

施策開始以後

＋32ポイント増加

2023年3月‐

2024年2月

2024年 3月*⁴ 2024年 4月*⁴ 2024年 5月*⁴

123％

数量前年同期比*¹

*¹100人当り購入数量ベース

*²オーマイプレミアム冷凍パスタシェア

*³ニップン乾燥ロングパスタ全体シェア

*⁴過去2か月の前年同期比平均

出典：マクロミルＱＰＲ 乾燥ロングパスタ市場2022年3月-2024年5月

100人当り購入数量ベース、メーカー別シェア前年同期比

施策前1年間

97％

115％

121％

129％

〈乾燥パスタ *³〉〈冷凍パスタ *²〉

施策前1年間

94％

109％

119％

出典：インテージＳＣＩ（15～79歳）冷凍個食パスタ市場2021年10月-2024年5月

100人当り購入数量ベース、ブランド別シェア前年同期比

（100％）（100％）

ブランドシェア成長率



2025年3月期 業績予想
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（単位：百万円） 2023年度 2024年度

実績
百分比・
利益率

予想
百分比・
利益率

前年比 増減率

売
上
高

製粉事業 125,316 31.3% 121,500 29.5% △3,816 △3.0%

食品事業 226,661 56.6% 240,000 58.3% 13,339 5.9%

その他事業 48,536 12.1% 50,500 12.3% 1,964 4.0%

計 400,514 100.0% 412,000 100.0% 11,486 2.9%

営
業
利
益

製粉事業 9,186 7.3% 8,900 7.3% △286 △3.1%

食品事業 8,354 3.7% 9,000 3.8% 646 7.7%

その他事業他 2,799 5.8% 2,600 5.1% △199 △7.1%

計 20,340 5.1% 20,500 5.0% 160 0.8%

経常利益 23,280 5.8% 22,500 5.5% △780 △3.4%

親会社株主に帰属する
当期純利益

26,367 6.6% 24,000 5.8% △2,367 △9.0%

⚫ 売上高は、小麦粉販売価格の一部引き下げを予定しているものの、各事業で販売数量の
増加に努めることにより、2023年度比＋2.9％、114億円の増収（過去最高）を予想

⚫ 営業利益は、引き続き拡売のための戦略コスト並びに人件費、流費等の増加が見込ま
れるものの、拡売に伴う販売数量伸長等より、1.6億円の増益（過去最高）を予想



2023年度

実績

2024年度

予想

△5,000
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＋1,100＋5,600 ＋900
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前年度比＋11,486百万円（＋2.9％の増収）

製粉事業
121,500

製粉事業
125,316

400,514

製粉事業 食品事業 その他事業

▲3,816百万円
（▲3.0％）

+13,339百万円
（+5.9％）

+1,964百万円
（+4.0％）

予想売上高の増減要因分析
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食品事業
240,000

その他事業
50,500

食品事業
226,661

その他事業
48,536

412,000



製粉事業 食品事業 その他事業

▲286百万円
（▲3.1％）

+646百万円
（+7.7％）

▲199百万円
（▲7.1％）

2023年度

実績

2024年度

予想

（百万円）

20,340

製粉事業
9,186

食品事業
8,354

食品事業
9,000

その他事業
2,799

その他事業
2,600

20,500

製粉事業
8,900

＋100

△300
△900

＋1,500

△500

＋200

コ
ス
ト
関
連

販
売
数
量
の
増
加

販
売
数
量
の
増
加

販
売
数
量
の
増
加

コ
ス
ト
関
連

コ
ス
ト
関
連

前年度比＋160百万円（＋0.8％の増益）

予想営業利益の増減要因分析
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2022-2026 中期目標の修正
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当初中期目標
（2026年度）

2021年度実績
（基準年度）

2023年度実績 修正中期目標
（2026年度）

当初計画差

売上高 4,000億円 3,213億円 4,005億円 4,500億円 ＋500億円

営業利益 150億円 112億円 203億円 210億円 ＋60億円

営業利益率 3.7％ 3.5％ 5.1％ 4.7％ ＋0.9pt

償却前営業利益 289億円 215億円 306億円 358億円 ＋69億円

ＲＯＥ 6％以上 5.5％ 12.8％ 8％以上 ＋2pt

ＲＯＩＣ 4％以上 3.0％ 4.8％ 5％以上 ＋1pt

中期目標の修正理由

⚫ 当社は、2026年度までに売上高4,000億円・営業利益150億円の達成を目指
す中期目標を策定しておりましたが、生産性の向上、販売数量増、価格改定
の浸透等により、2023年度実績が2026年度の当初目標を上回ったことから、
今般新たな数値目標を設定いたしました。

⚫ 新工場稼働等に伴う償却負担増により、営業利益は2023年度比で僅かな増
加となるものの、償却前営業利益は大きく伸長する数値目標となります。
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2024‐2026年度 キャッシュ・アロケーション

営業ＣＦ
・各事業の拡売/収益性向上
・ポートフォリオの見直し
・棚卸資産の削減

700億円以上

保有資産の最適化
・遊休資産の売却
・政策保有株式の売却

250億円程度

資金調達
・財務健全性維持範囲内での
レバレッジ活用

400億円程度

ＣＦの創出

事業戦略に
基づく投資

1,200億円程度

基盤投資
・生産性・収益性向上
・省人化・合理化
・維持・更新投資

成長投資
・成長領域に対する投資
（提携・Ｍ＆Ａ含む）
・新規事業開発に向けた投資

その他投資
・環境負荷軽減のための投資
・広告・販促投資

Ｒ＆Ｄ/ＤＸ投資
・研究開発の促進
・デジタル基盤投資

株主還元

150億円以上

安定配当の維持
・配当性向30％以上
・6期連続増配継続中
機動的な自己株式の取得
・株価向上への施策検討

ＣＦの配分

RO I Cの重視によるリターンの獲得



15円 15円 16円 17円 18円 19円
28円

33円

15円 17円 18円 19円 20円 21円

38円
33円

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度(予)

期末配当

中間配当

66円

40円

66円

株主還元について
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38円36円34円32円
30円

23年度は前期比
年間26円の増配

６期連続増配

利益の配分については、今後の事業展開、経営 環境等を考慮のうえ、将来の企業成長

に向けた投資に必要な内部留保を確保しながら、資産売却等による特殊・特別な損益を

除外し算定した配当性向３０％以上を目安とし、安定的かつ持続的な配当を維持するこ

とを基本方針としております。

連結配当性向 31.5％ 29.4％ 29.1％ 32.0％ 31.3％ 30.3％ 30.3％ 32.8％

（23年度・24年度(予)の連結配当性向は特殊・特別な損益を除外して算定）


